
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

ＷＣＲＰ日本委理事長、祝福のコメント

「核兵器なき世界」実現　
　全力を尽くす決意新た　

日本被団協にノーベル平和賞

能登半島
地　　震

第
５
・
６
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を
派
遣
　

秋
祭
り
参
加
と
豪
雨
災
害
支
援
に
尽
力

全国総会　福岡で開催新
宗
連

第

期
第
２
回
理
事
会
　
筑
紫
野
市
　

善
隣
教
本
庁

　

終
戦

周
年
　
　
　
　

す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界

実
現
に
向
け
祈
り
と
慰
霊
推
進
事
業
を

生
き
て
成
仏
の
道
が
信
仰
な
り

悪
し
き
欲
や
都
合
良
さ
に
囚
わ
れ
ず
、正
し
い
判
断
を

祈りのことば

全
国
総
支
部
会
議

事
業
の
進
め
方
な
ど

意
見
交
換
を
行
う
　

＜
２
面
＞
　
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
。
新
宗
連
青
年
会
九
州
連
盟
・
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

＜
４
面
＞
　
第

回
奈
良
県
宗
教
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑

・
令
和
６
年
度
秋
季
慰
霊
祭
。
『
黒
い
蜻
蛉
―
小
説
　
小
泉
八
雲
』
出
版

記
者
会
見
。

　
（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
５
年
振
り
に
対
面
で
の
新
宗
連

全
国
総
会
、
善
隣
教
本
庁
に
向
か

う
道
中
、
久
々
に
お
会
い
さ
せ
て

頂
く
先
生
方
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
変
化

が
人
々
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い

て
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
増
々
に

不
信
心
者
増
加
傾
向

の
現
状
で
宗
教
活
動

に
何
か
突
破
口
は
な
い
も
の
か
と

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
新
宗
連
加
盟
後
、
私
は
十
教
団

目
の
訪
問
参
拝
と
な
り
ま
す
。
ど

の
教
団
様
の
御
教
え
や
御
指
導
も

立
派
で
素
晴
ら
し
く
、
一
つ
一
つ

が
学
び
と
な
り
、
我
身
の
至
ら
な

さ
を
痛
感
す
る
ば
か
り
で
、
そ
の

都
度
励
み
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
し
現
状
の
中
で
御
縁
を

通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様

の
幸
せ
の
た
め
の
、
心
の
改
革
や

気
付
き
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
と
さ
ら
に
、
精
神

の
安
定
剤
や
潤
滑
油
と
し
て
の
役

目
を
果
た
し
、
皆
様
が
活
力
、
元

気
、
笑
顔
を
取
り
戻
し
、
生
か
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
事
に
、
感
謝
の

誠
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
徳
の
積
み

上
げ
に
お
励
み
頂
き
、
心
の
成
長

を
遂
げ
る
一
助
に
な
れ
ば
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　
今
の
日
本
は
全
て
が
便
利
と
な

り
過
ぎ
、
本
来
な
ら
ば
心
も
時
間

も
ゆ
と
り
が
出
来
て
当
然
の
は
ず

が
、
何
故
か
ギ
ス
ギ
ス
し
て
慌あ

わ

た

だ
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
来

の
国
の
在
り
様
、
人
の
在
り
様
、

祖
先
よ
り
代
々
受
け
継
ぎ
来
た
る

尊
い
日
本
人
と
し
て
の
大
和
魂
の

精
神
、
伝
統
文
化
、
歴
史
を
し
っ

か
り
と
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き

責
務
を
も
忘
れ
が
ち
と
な
り
、

「
今
さ
え
、金
さ
え
、自
分
さ
え
」

と
い
う
風
潮
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。そ
の
結
果
、他
を
　

顧
　

か
え
り
み

ず
、

道
徳
秩
序
失
墜
の
見
か
け
の
良
さ

の
社
会
に
傾
き
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
取
り
繕
い
に
、
や
ゝ
も
す
れ
ば

振
り
廻
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状

に
尚
更
の
事
、
精
神
の
強
化
、
心

の
浄
化
に
努
め
、
悪
し
き
欲
や
都

合
良
さ
に
囚と

ら

わ
れ
惑

わ
さ
れ
る
事
無
く
、

正
し
い
判
断
の
も

と
、
　

真
　

ま
こ
と

の
信
仰
心

を
奮
い
起
こ
し
、
納
得
の
い
く
、

満
足
の
い
く
、
後
悔
の
な
い
人
生

を
歩
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
生
き
て
成
仏
を
目
指
す
学
び

と
実
践
の
道
こ
そ
が
人
格
形
成
の

信
仰
の
道
で
あ
り
ま
す
。

　
信
仰
は
大
切
な
仕
事
の
一
つ
と

捉
え
て
お
励
み
い
た
だ
け
た
な

ら
、
自
ず
と
皆
様
の
幸
せ
の
道
に

繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。（
保
積
敬
子
・
大
和
教
教
祖
）

第１１４９号

２０２４年（令和６年）

１０月３０日

中島町で催された新宮祭（９月日）

泥
の
か
き
出
し
作
業
（
９
月

日
）

全国総会は５年ぶり、善隣教本庁聖堂で開催された理事会（月８日）

祖
霊
殿
の
二
代
教
主
永
劫
壇
を
参
拝

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会（
新
宗
連
、石
倉
寿
一
理
事
長
）

は

月
８
、
９
日
、
福
岡
県
筑
紫
野
市
と
福
岡
市
で
「
令
和

６
年
度
全
国
総
会
」
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
全

国
総
会
の
開
催
は
２
０
１
９（
令
和
元
）年
以
来
５
年
ぶ
り
。

８
日
午
後
、
筑
紫
野
市
の
善
隣
教
本
庁
を
会
場
に
開
催
し
た

第

期
第
２
回
理
事
会
で
は
令
和
７
年
度
事
業
大
綱
案
、
諸

規
程
の
整
備
案
な
ど
を
承
認
。
事
業
大
綱
の
重
点
課
題
に
は

来
年
、
終
戦

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
度

か
ら
進
め
て
い
る
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実
現
に

向
け
た
祈
り
と
慰
霊
推
進
事
業
」
に
よ
り
一
層
努
め
る
こ
と

を
明
記
し
た
。
９
日
午
前
に
は
第

期
第
１
回
全
国
総
支
部

会
議
を
開
催
し
た
。

　
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
の
、
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
―
。
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日

本
被
団
協
）
が
今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
に
決
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
の

戸
松
義
晴
理
事
長
は
祝
福
の
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
２
０
１
７
年
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
を
は
じ

め
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
と
連

携
し
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
に
参
画
し
て
き
た
。
さ
ら

に
、
核
軍
縮
政
策
の
推
進
に
取

り
組
む
「
核
軍
縮
・
不
拡
散
議

員
連
盟
」
（
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
）
や
、

科
学
者
が
集
う
「
日
本
パ
グ
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
会
議
」と
も
協
力
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
戦
争
終
結
を
目

指
す
平
和
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。

　
戸
松
理
事
長
は
コ
メ
ン
ト
の

中
で
、
被
爆
者
の
皆
様
が
「
ふ

た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な

い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
心

身
に
深
い
傷
を
負
い
な
が
ら
も

核
兵
器
廃
絶
を
先
頭
に
立
っ
て

訴
え
続
け
た
努
力
を
高
く
評

価
。
そ
の
活
動
は
、
国
際
的
な

軍
縮
交
渉
か
ら
市
民
集
会
、
街

頭
で
の
訴
え
ま
で
幅
広
く
行
わ

れ
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目

指
す
多
く
の
人
々
に
希
望
と
勇

気
を
与
え
、
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
が
そ
の
取
り
組
み

を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
と
強
調

し
た
。

　
ま
た
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
も
創
設
以

来
、
宗
教
的
信
念
に
基
づ
き

「
核
兵
器
な
き
世
界
」を
求
め
、

被
爆
者
の
真
摯
な
行
動
か
ら
平

和
運
動
の
重
要
性
を
学
ん
で
き

た
と
振
り
返
っ
た
。そ
の
上
で
、

こ
の
受
賞
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
と
っ

て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
今

後
も
被
爆
者
の
訴
え
を
胸
に
刻

み
、
「
核
兵
器
な
き
世
界
」
の

実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　
９
日
午
前

時
か
ら
、
福
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
で
第

期
第
１

回
全
国
総
支
部
会
議
を
開
催
し

た
。
石
倉
寿
一
理
事
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、議
事
に
移
り
、

理
事
会
で
の
決
定
事
項
等
を
確

認
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
令
和
７
年
度
事

業
大
綱
に
お
け
る
重
点
課
題
の

説
明
や
、
「
す
べ
て
の
い
の
ち

を
尊
ぶ
世
界
実
現
の
た
め
」
の

祈
り
と
慰
霊
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
各
総
支
部
で
の
参
画
状
況

と
今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
８
日
、
筑
紫
野
市
の
善
隣
教

本
庁
で
の
第

期
第
２
回
理
事

会
に
は
深
田
充
啓
名
誉
会
長
と

保
積
秀
胤
顧
問
、
岡
田
光
央
顧

問
の
歴
代
理
事
長
は
じ
め
新
宗

連
役
員
、
総
支
部
会
長
・
事
務

局
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
含
め
約


人
が
出
席
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

７
人
が
出
席
し
た
。

　
理
事
会
に
先
立
ち
、
午
前


時
か
ら
、
出
席
者
ら
は
聖
堂
御

神
前
と
御
霊
殿
、
祖
霊
殿
の
力

久
隆
積
二
代
教
主
（
元
新
宗
連

顧
問
）
永
劫
壇
を
参
拝
し
た
。

　
午
後
１
時
か
ら
、
聖
堂
を
会

場
に
開
催
し
た
理
事
会
は
冒

頭
、
会
場
受
け
入
れ
の
武
廣
茂

樹
・
善
隣
教
理
事
長
と
、
深
田

名
誉
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
今
年
６
月
の
第

期
役
員
改

選
で
新
任
し
た
眞
塩
陽
一
郎
理

事
（
七
曜
会
教
主
）
と
、
杉
浦

妙
周
評
議
員（
福
聚
の
会
会
長
）

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
審
議
事
項
で
は
、
は
じ
め
に

令
和
７
年
度
事
業
大
綱
案
に
つ

い
て
、
田
澤
清
喜
・
企
画
委
員

長
が
説
明
。
活
動
方
針
と
重
点

課
題
は
前
年
度
を
踏
襲
す
る
内

容
だ
が
、
５
項
目
の
重
点
課
題

の
一
つ
に
、
「
終
戦

年
の
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
『
す
べ

て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実
現

に
向
け
た
祈
り
と
慰
霊
推
進
事

業
』
に
努
め
る
」
と
明
記
し
、

さ
ら
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を

申
し
伝
え
た
。

　
続
い
て
令
和
７
年
度
事
業
大

綱
策
定
に
あ
た
っ
て
の
補
足
事

項
案
を
大
滝
晃
史
事
務
局
長
が

説
明
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
新
た
な
運
営
方
針
を
踏

ま
え
、
平
成
７
年
度
の
新
宗
連

全
体
と
総
支
部
・
協
議
会
の
運

営
、
事
業
計
画
並
び
に
予
算
方

針
等
に
関
す
る
補
足
事
項
を
解

説
し
た
。

　
ま
た
、
「
祈
り
の
こ
と
ば
」

（
「
栞
」
参
照
）
継
続
に
つ
い

て
石
倉
理
事
長
が
説
明
。
事
業

大
綱
案
、
補
足
事
項
案
、
「
祈

り
の
こ
と
ば
」
の
継
続
に
つ
い

て
、
一
括
し
て
原
案
通
り
承
認

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
７

年
の
主
な
会
議
、
行
事

予
定
、
規
程
の
整
備
等

の
審
議
事
項
も
原
案
通

り
承
認
し
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、
能

登
半
島
地
震
支
援
活
動

は
じ
め
、
各
委
員
会
・

機
関
、
新
日
本
宗
教
青

年
会
連
盟
（
新
宗
連
青

年
会
）
、
総
支
部
・
協

議
会
、
宗
教
界
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
力
久
道
臣

常
務
理
事
が
進
行
役
と
な
り
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。
「
す
べ

て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実

現
」
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
具
体

的
な
事
業
を
進
め
る
際
の
テ
ー

マ
設
定
や
、
「
す
べ
て
の
い
の

ち
の
尊
厳
」
に
関
わ
る
社
会
の

諸
問
題
な
ど
多
様
な
意
見
が
提

起
さ
れ
た
。

　
新
宗
連
並
び
に
新
宗
連
青
年

会
は
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

「
地
域
復
興
応
援
隊
」
（
第
５

次
）
並
び
に
第
６
次
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
を
９
月

日
か
ら

日

ま
で
石
川
県
七
尾
市
に
派
遣
。

３
教
団
か
ら
延
べ
１
６
０
人
が

参
加
し
た
。

　
今
回
は
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
石
川
県
七
尾
市
中
島
町
で

開
催
予
定
の
「
お
熊く

ま
　

甲
　

か
ぶ
と

　

祭
　

ま
つ
り

」

お
よ
び「
新し

ん

宮ぐ
う

祭さ
い

」に
参
加
し
、

地
域
復
興
を
支
援
し
た
。
震
災

の
影
響
で
、
も
と
も
と
維
持
が

困
難
だ
っ
た
祭
り
の
運
営
は
一

層
難
し
く
な
っ
て
い
た
が
、
地

域
復
興
応
援
隊
は

枠
旗
や
神み

輿こ
し

を
担

ぎ
、
地
域
住
民
と

共
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
、
被
災
地
に

元
気
を
取
り
戻
す

た
め
に
力
を
注
い

だ
。

　
し
か
し
、
９
月


日
に
接
近
し
た

温
帯
低
気
圧
の
影

響
に
よ
り
、
記
録

的
な
大
雨
が
発

生
。

日
の
「
お
熊
甲
祭
」
は

中
止
と
な
り
、
地
元
有
志
ら
で

行
わ
れ
た
枠
旗
や
神
輿
奉
納
の

様
子
を
見
守
っ
た
。

日
に
は

石
川
県
全
域
に
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
、
地
域
復
興
応
援
隊
は

一
時
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　
同
時
に
、
奥
能
登
地
域
の
珠

洲
市
や
輪
島
市
で
は
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
が
相
次
ぎ
、
１

１
５
カ
所
が
孤
立
状
態
に
陥
っ

た
。
ま
た
、
９
カ
所
の
仮
設
住

宅
が
浸
水
被
害
を
受
け
、
多
く

の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、


日
の
地
域
復
興
応
援
隊
は
一
部

予
定
を
変
更
し
て
七
尾
市
内
の

床
下
浸
水
の
復
旧
作
業
に
あ
た

っ
た
。

日
か
ら
始
ま
っ
た
第

６
次
隊
も
、
被
害
の
大
き
い
輪

島
市
と
珠
洲
市
に
分
か
れ
て
支

援
活
動
を
展
開
。
輪
島
市
で
は

河
原
田
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水

被
害
を
受
け
た
住
宅
で
泥
の
か

き
出
し
作
業
を
行
い
、
珠
洲
市

で
は
孤
立
集
落
へ
の
飲
料
水
の

供
給
や
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

中
学
校
で
の
飲
料
水
・
土
の
う

袋
の
提
供
と
と
も
に
泥
か
き
作

業
を
実
施
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
住
民
ら
と
協
力
し
、

泥
出
し
や
家
財
の
搬
出
作
業
が

進
め
ら
れ
た
。

　
和
食
店
の
経
営
者
は
「
よ
う

や
く
店
が
軌
道
に
乗
り
、
希
望

が
見
え
始
め
た
矢
先
に
、
ま
さ

か
こ
ん
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
る

な
ん
て
…
…
」
と
た
め
息
を
つ

い
た
。

　
奥
能
登
の
被
災
地
で
は
、
地

元
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協

力
し
な
が
ら
、
緊
急
支
援
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ン
パ
ワ

ー
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
被
災
者
た
ち
は
地
震
と
豪

雨
の
二
重
被
害
に
よ
り
、
復
旧

へ
の
道
の
り
が
さ
ら

に
険
し
い
も
の
と
な

っ
た
。

　
新
宗
連
は
第
７
次

隊
を

月
４
日
か
ら


日
、
第
８
次
隊
を


月

日
か
ら

日

ま
で
派
遣
。

月
以

降
も
継
続
し
て
豪
雨

被
害
の
緊
急
支
援
活

動
を
行
う
予
定
だ
。

（
２
面
に
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

掲
載
）

　新宗連は（平成）年、北朝鮮に
よる拉致問題の風化を防ぎ拉致被害者

の即時帰国に向けた「祈りのことば」を作成した。翌年
には緊張が高まる北朝鮮情勢の平和解決、「すべてのい
のちを尊ぶ世界」の実現に向けて、新たな「祈りのこと
ば」を作成した。（平成）年以降もアジアをはじめ世

界各地の争いの火種が鎮まることを念願してきた。
（令和）年１月から約３年半、新型コロナパンデミック
による犠牲者追悼と早期終息の文言も加えて祈りを続け
てきたが、（令和）年からは「すべてのいのちを尊ぶ
世界実現」という新宗連のビジョン　（目的　・　使命）　を再
確認して、「祈りのことば」を継続していくこととした。




